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米国・カナダの輸出プログラムにより管理された牛肉・内臓を摂取する場合と、

我が国の牛に由来する牛肉・内臓を摂取する場合のリスクの同等性に係る評価  
（たたき 台修正二 次案）  

2005 年 10 月 プリオン専門調査会  
１ はじめに  
１．１ 経緯  
審議開始にあたっての食品安全委員会における本諮問に係る検討  
プリオン専門調査会で諮問について検討を開始するにあたっての質疑  
  食品安全委員会（リスク評価機関）とリスク管理機関の関係  

１．２ 本諮問の背景と経緯について  
リスク管理機関からの本諮問に至る経緯・趣旨の説明と見解  

これまでの経緯  
１） 米国産及びカナダ産の牛肉等の輸入停止  
２） 米国産及びカナダ産の牛肉等の輸入再開に向けた協議  
３） 日米協議の結果  

   諮問の趣旨  
１） 国内対策見直しについての考え方  
２） 諮問についての考え方  
３） リスク管理対応についての考え方  

１．３  審議するにあたっての基本的方針  
２ リスク評価－生体牛（感染率・蓄積量）  
２．１ 侵入リスクの比較  

生体牛の輸入  
肉骨粉の輸入  
動物性油脂の輸入  

 ２．２ 暴露・増幅リスクの比較  
飼料規制  

遵 守 状 況 と 交 差 汚 染 の 可 能 性  

特定危険部位（SRM）の利用（レンダリング） 
国内牛の暴露・増幅リスクシナリオ（モデル） 

２．３ サーベイランスによる検証 

 検査技術の検証と比較  
  米国サーベイランスの有効性  
  カナダにおけるサーベイランス  
  日本におけるサーベイランス  

１） サンプリング  
２） 採材  
３） 一次検査  
４） 確認検査：WB 法、 IHC 法  
５） 判定のための専門家会議  
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表３ 米国におけるＢＳＥサーベイランス  
年  BSE が強く疑われる牛及び

（又は）中枢神経症状牛  
歩行不能牛  
 

死亡牛  合計  

1994 493 199 692 
1995 521 223 744 
1996 877 266 1,143 
1997 2,494 219 2,713 
1998 736 344 1,080 
1999 651 651 1,302 
2000 786 1,895 2,681 
2001 808 4,464 5,272 
2002 2,280 14,951 2,759 19,990 
2003 893 16,660 3,090 20,543 
2004 1,398 9,392 6,331 17,121 
合計  11,937 49,164 12,180 73,281 

 注）2004 年のデータは、2004 年 1 月～5 月末まで  
 
米国サーベイランスの有効性  
拡大サーベイランスでは、一次検査としての ELISA 法に、市販のプラテリアキットが

導入され（文献）、国立獣医局研究所（NVSL）及び任意参加の州の獣医病理研究所（SVDL）
12 カ所の計 13 カ所で実施されている（文献）。2005 年 9 月 18 日までに 471,691 頭につ
いて ELISA 法が実施され、そのうち 3 頭が疑陽性となり、確認検査として IHC 法で陰性
と判定された。  

2005 年 6 月、これら 3 頭については Office of Inspector General (OIG)からウエスタン
ブロット法（WB 法；Western  blot 法）による確認検査が求められた。上記の検査機関
は WB 法の設備・経験ともに欠けていたため、National Disease Center (NDC)で検査が
行われ、１頭が陽性と判断された。このサンプルは英国獣医学研究所で WB 法と IHC 法
のいずれでも陽性と判断された。米国でも改めて別の抗体を用いて IHC 法が行われ、陽性
の結果が得られた。2001 年以前は ELISA 検査、2005 年 5 月以前は WB 法も行われてい
なかった。我が国の若齢牛や非定型例の ELISA 法と WB 法による摘発（ IHC 法では陰性
であった）と異なり、米国 IHC 法の検出感度以下の BSE 例は見逃されていた可能性があ
る。結果として、2005 年 6 月からは確認検査に OIE Manual of Standards に記載されて
いる WB 法が追加導入されることになった（文献）。  
従って、米国のサーベイランス結果については、ＷＢのようなより感度の高い方法を導

入していれば、摘発可能であった BSE 牛の摘発の可能性は報告よりも高くなった可能性が
考えられる。  

 
 
 




































